


「阪神がんカンファレンス」第11号をお届けします。

昨年7月に第10号を発行してから8か月が経過しました。昨

年はまさにゲノム（遺伝子）診療、そしてロボット手術の1年で

した。当院でも「がん遺伝子ゲノム検査」の実臨床応用が始

まり、患者様のご希望に応じることができました。現状では直

接患者様に有用な治療薬をお届けするのにはまだまだ時間が

かかりますが、近い将来にはゲノム検査にもとづいた最適な治

療薬が手軽に入手できるようになるものと期待しています。

昨年3月に新機種ダヴィンチXiが導入されたロボット手術は

順調に症例数が増加しております。今号では、下部消化器外

科部長として昨年4月に大阪大学消化器外科より赴任した畑

泰司部長に、特に直腸癌手術について解説してもらいました。

昨年12月には「ロボットが“がん”手術を変える！」と題し

て、ダヴィンチXiの実物をがんセンターカンファレンス室に持

ち込み、来場いただいた先生方に実際に操作体験をしていた

だきました。この模様は次号で詳しくお伝えしますが、大変ご

好評をいただきました。

私自身も執刀するたびにロボット手術の利点を感じ取ってい

ます。患者様のなかには「ロボットが手術をするの？」と思わ

れている方もいらっしゃるようですが、ダヴィンチはあくまでも

「道具」（デバイス）です。外科医が質の高い手術をするため

に、いわば「手足」となって動くのがダヴィンチです。

本年度も尼崎市の中学校において「がん」に関する講演を

当院産婦人科の堀謙輔部長が行いました。講演前と講演後の

アンケートを比較しますと、「がんは身近な病気」、「大人に

なったらがん検診を受けたい」「がんについて学ぶことはこれ

からの生活に役立つ」という生徒の割合が講演を聞いた後に

は増えていました。これからも少しずつがん教育に関わってい

きたいと考えています。

さて、本号の内容です。「気をつけたいがん診療の陥とし

穴」（5頁）は、稀少ではあるものの、悪性度の高い頭部血管

肉腫について、皮膚科の福山國太郎部長に執筆してもらいま

した。日々の外来診療の参考になるものと思います。

阪神がんカンファレンスは、昨年2月に乳がん（7頁）、7月に

は肺がん（13頁）をテーマに行われ、多くの皆様にお集まりい

ただきました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。

巻末にも記載しましたが、来年度から「阪神がんカンファレ

ンス」は院外で行われます。第26回は2020年5月21日（木）

19：00 ～ 20：30都ホテル尼崎にて行う予定です。開始時間

が少々遅くはなりますが、交通の便のよいところで、終了後に

は意見交換の場も設定する予定です。詳細は追ってご案内し

ますが、皆様のご参集を心よりお待ちしております。
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村田 幸平
関西ろうさい病院 がんセンター
センター長（副院長・外科部長）

がんセンター長あいさつ

がんセンター長あいさつ

手術支援ロボッ卜 ダヴィンチXi（da Vinci Xi） について

連載 ： 気をつけたいがん診療の陥とし穴 
「頭の紫斑に気をつけて―頭部血管肉腫―」
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「BRACAnalysis診断システムが保険適応となった
現在の遺伝性乳癌卵巣癌症候群（HBOC）診療」

「BRACAnalysis診断システムにて
BRCA2遺伝子変異陽性であったHBOC家系の2例」

乳腺外科 部長 柄川 千代美
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巷では新型コロナウイルス騒ぎで相次いで学会やイベン

トが中止になったり、全国の小中高校などが一斉休校になっ

たり、にわかに社会全体が健康問題について神経をとがら

せ、ピリピリした雰囲気となっています。新型コロナウイルス

に対しては特異的な治療法のない現在、通常の手洗い、う

がいなどを励行して自己防衛に努めるしかありません。国難

とも言えるこの状況を、われわれ医療者は国民とともに冷静

に、そして賢く乗り越えていかなければなりません。

さて、今回の阪神がんカンファレンスvol.11では乳がんと

肺がんの話題をお届けしています。乳がん領域では近年、

女優のアンジェリーナ・ジョリーさんの予防的両側乳房切断

術で話題になった遺伝性乳癌についてご紹介しています。

乳がん患者の近親者に乳がん発症が多いことは経験的に

知られていましたが、近年、このように遺伝子レベルでの診

断や治療が可能になってきています。まだあまり一般的では

ないですが、高リスク群に対する予防的乳房切断術が当た

り前になる時代がもうそこまで来ていると思われます。また

肺がん領域では、最新の内科的治療である免疫治療と、最

新の外科的治療であるda Vinciによるロボット支援下手術を

ご紹介しています。肺がんに対するロボット支援下手術の普

及は全国的にも他領域に比べて遅れています。しかしなが

ら令和2年3月現在、当院では84例の手術実績があり、県

下随一、また近畿圏でも有数の手術症例数を誇っていま

す。さらに大阪市立大学、兵庫医科大学、神戸大学への手

術指導の実績もあり、高度な外科治療を提供できると自負し

ております。「気をつけたいがん診療の陥とし穴」では頭部

外傷後の血腫と間違いやすい肉腫について症例提示して

おります。各科ともそれぞれの分野で最新の知見を求め、ま

た現状に満足することなく常に手技に磨きをかけており、先

生方からご紹介いただいた患者さんに対しベストの診療を

提供する意気込みを感じていただければ幸いです。本誌で

の情報発信が微力ながらでも患者さんやそのご家族、地域

の先生方のお役に立つことができれば、本誌編集に携わる

ものの一人としてこの上ない喜びです。

阪神がんカンファレンス
関西ろうさい病院がんセンター雑誌
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（UICC７版、自施設診断／自施設初回治療開始、他施設診断／自施設初回治療開始または継続の症例のみ）
2017年症例 部位別・治療法別 実績
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